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７/ ４ ・ ５ （土 ・ 日） 開催！

　　　 会場 ： 士別市総合体育館内 ・ 駐車場

皆様のご来場お待ちしています！



（２）

令和８(2026) 年度　社会福祉協議会予算・事業計画 

　令和８年３月２４日に開催しました評議員会において、令和８年度事業計画・予算

が承認されました。
詳しくはホームページへ 事業計画

基本理念

「共に生き、共に育み、安心して暮らせる福祉社会を目指して」

＜事業計画＞

＜予算＞

詳しくはホームページへ 予算

収入　144,538 千円　　－　　支出　137,527 千円　　＝　次年度繰越金　7,011 千円

１．法人運営・組織強化活動

　　・企画財政係の新設と係間の連携体制確立

　　・SNS を活用した情報発信

２．地域活動の強化

　　・地域支え合い交流会の開催（情報交換）

　　・災害に強い地域づくりの推進 

３．ボランティア活動・福祉教育の推進

　　・士別市ボランティアセンター運営

　　・福祉教育推進事業

４．ノーマライゼーション事業の推進

　　・ふれあい広場の開催

　　・アダプテッドスポーツの推進

５．権利擁護事業

　　・士別地域成年後見センターの運営

　　・日常生活自立支援事業の推進

６．総合相談事業の推進

　　・士別相談支援ネットワーク事業

　　・フードパントリー事業 

７．在宅福祉サービス事業の推進

　　・ヘルパーステーションの運営

　　・訪問入浴事業所の運営 

　　・居宅介護支援事業所の運営



（２） （３）

令和８年３月１日〜令和８年３月 31日

皆様の温かい心　ありがとうございます。
さまざまな福祉の充実に幅広く活用しています。

弔慰寄付金（故人を偲んでいただいた御寄付は、地域福祉事業の推進に活用されます）
十　河　謙　一
岡　部　優　美
野　口　征　告

様
様
様

内　海　　　憲
池　垣　　　旬
川　原　サカエ

様
様
様

笠　井　　　誠
栗　山　政　則
牧　野　雅　子

様
様
様

水　田　一　彦
佐　藤　晧　子

様
様
様

福祉寄付金（団体・個人からいただいた御寄付は、地域福祉事業の推進に活用されます）
　北海道士別東高等学校 様

物品預託（ＮＰＯ法人札幌いちご会等の団体へ寄付し、障がいがある方の社会参加促進に活用されます）
☆使用済み切手　３件 11,867 枚　　　　　☆使用済みカード　2 件 87 枚　　　　　☆書き損じはがき　1 件 12 枚
※これらの物品は「収集活動ボランティアサークルひまわり」の皆さんが仕分けしています。

２０２６年 月 日 (土)

１３：３０～１５：１５（１３:００開場）

士別市民文化センター １階研修室
（士別市東６条４丁目）

参 加
無 料

主催：士別市社会福祉協議会中央支部
共催：士別市社会福祉協議会上士別支部／士別市社会福祉協議会多寄支部

士別市社会福祉協議会温根別支部／士別市社会福祉協議会朝日支部
後援：士別市自治会連合会

参加を希望される方は６月１０日（水）まで に、上記事務局へ電話・ＦＡＸ・Googleフォーム等
でお申し込み下さい。

お問い合わせ：士別市社会福祉協議会中央支部事務局

TEL ２２－３０１２ FAX ２２－３０１９ E-mail ： tamaki@shibetsushi-shakyo.jp

『これからの猛暑に負けない！
自分と士別を元気に守る夏の健康講座
～熱中症・食中毒から

自分と地域を守るために～』

旭川市立大学 保健福祉学部 保健看護学科
助教 神戸 愛 氏

※手話通訳、要約筆記等が必要な方は申し込み時にお知らせください。



（４） 皆様のご来場お待ちしています！

「ボランティアをしてみたい︕」という市内の中高生のために様々
なボランティア行っています。「中高生に継続的にボランティアに
参加してほしい」という思いから生まれました。

講話後のトークでは、 高校生たちから 「自分は内向的なの
で、 いろいろな活動をしていてすごいと思った」 「もっと自分
もチャレンジしてみようかなと思った」 「もっと自分に自信を
つけたい！」 など、前向きな感想がたくさん寄せられました。
今回のさぼてんは、 ボランティアについて知る ・ 考えるだけ
ではなく、 自分自身を見つめ直す機会にもなったのではな
いでしょうか。
これからもさまざまな出会いや経験を大切にしながら、 それ
ぞれの一歩を踏み出していってほしいと思います♪

今年度はじめての土曜ボランティア学習塾 「さぼてん」 が、 5
月 9 日に開かれ、 11 人の高校生が参加しました。
今回は、 ボランティアセンター運営委員長である松浦英雄さ
んから 「ボランティアって何？」 をテーマにお話していただき
ました。
松浦委員長には、 これまでの歩みを振り返りながら、 福祉コ
ンサート～夢いっぱいの特等席～、障害者スポーツ大会など、
さまざまなボランティアとの出会いや経験を語っていただきま
した。
ボランティア活動を通して出会った人や地域は 「第２のふるさ
と」 のような存在になっていること。 また、 やさしい街づくりを
目指し、 自分にできることを続け、 その中で多くの 『出会い』
と 『学び』、 『勇気』 と 『感動』 があったことを語られ、 参加
した高校生も、 真剣に耳を傾けていました。

『出
会

い
』と 『学び』　『勇気』 と

『感
動

』




